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シンポジウム1－5

白血病のインターフェロン（IFN）療法

大野　竜三・大西　一功

．砂邦．J C肋2．血桝〟札，Jg働ご肪～吼J胱

骨髄移植療法が唯一の治癒的治療であった慢性骨髄

性白血病（CML）において，最近，IFNが治癒をも

たらす可能性が報告されている．厚生省白血病治療研

究班では，未治療のPh陽性の慢性期CMLを対象と

してIFNとbusulfan（Bus）の無作為比較研究を行

った．IFN　α－2aは900万単位を連日皮下投与し，

WBC数を5，000／JLL程度に保った．Busは1日6

叩経口より開始し，徐々に減量しつつ白血病数を

5．000～10，000／〝Lに保った．

3年間に170例が登録され，適格例IFN群80例，

Bus群，Bus群79例をintention－tOTtreatで解析し

た．血液的効果はIFN群でCR39％，PR39％，Bus

群でCR55％，PR43％であった．Ph染色体の消失

事より判定した細胞遺伝学的効果は，IFN群で

CR9％，PR8％，MR28％，Bus群でCR3％，

PR3％，MR24％であり，CRとPRを合わせると

IFN群が有意に（P＝0．046）高かった．観察期間の

中央値50ヶ月時点で，全体の生存率はIFN群がBus

群に比し有意に優れ（P＝0．0290），慢性期維持率に

は有意差はなかった（P＝0．1165）．IFN群のaland－

mark解析では，細胞遺伝学的に何らかの効果があっ

た群（反応群＝CR＋PR＋MR）の慢性期維持率は

70％以上を示し，有意に非反応群より優れていた

（P＝0．0017）．我々より約3年程先行しているM．D．

Andersonグループの成績では，細胞遺伝学的反応群

の慢性期維持率は8年以上継続しており，腫癌細胞ク

ローンの消失が得られれば長期生存が得られる可能性

は大である．
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